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○日  時  平成２７年６月３０日（金）午後２時６分 

 

○場  所  教育委員会室 

 

○出席委員 

    委   員   長   髙 森 大 乗 

    委員長職務代理者   垣 内 恵美子 

    委      員   末 廣 照 純 

    委      員   樋 口 清 秀 

    教   育   長   和 田 人 志 

 

○説明のために出席した事務局職員 

    事 務 局 次 長    神 部 忠 夫 

    生涯学習推進担当部長   上 野 俊 一 

    庶 務 課 長   柴 崎 次 郎 

    学 務 課 長   前 田 幹 生 

    児 童 保 育 課 長   上 野 守 代 

    指 導 課 長   屋 代 弘 一 

    教育改革担当課長 

（兼 教育支援館長）    

    事 務 局 副 参 事   山 田 安 宏 

生 涯 学 習 課 長   飯 塚 さち子 

    青少年・スポーツ課長   山 本 光 洋 

    中 央 図 書 館 長   曲 山 裕 通 

 

○日  程 

 日程第１ 教育長報告 

 １ 協議事項 

 （１）庶務課 

   ア 上野納税貯蓄組合連合会及び浅草納税貯蓄組合連合会が実施する事業に対する 

共催について 

 （２）学務課 

   イ 平成２８年度新入学台東区立中学校選択制度における入学可能者数の設定につ 

いて 

 （３）指導課 

   ウ 退職校長に対する感謝状の贈呈について 

江 田 真 朗 
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 （４）生涯学習課 

   エ 愛媛県松山市が実施する事業に対する後援について 

 （５）青少年・スポーツ課 

   オ 体育施設の事前使用承認について 

 ２ 報告事項 

 （１）庶務課 

   ア 平成２７年第２回区議会定例会代表質問及び一般質問について 

   イ 後援名義の使用について 

 （２）学務課 

   ウ 平成２８年度小学校学級編制における指定校変更・区域外就学の制限について 

 （３）指導課 

   エ 区立小学校長の人事異動について 

 ３ その他 
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午後2時6分 開会 

○髙森委員長 ただいまから、平成27年第9回台東区教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の会議録署名委員は、末廣委員にお願いいたします。 

 それでは会議に入ります。この際、あらかじめ会議時間の延長をいたしております。 

 それではここで傍聴についてお諮りします。本日の教育委員会に提出される傍聴願いに

ついては、これより許可いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 ご異議ございませんので、傍聴については許可いたします。 

 

〈日程第１ 教育長報告〉 

１ 協議事項 

（１）庶務課 ア 

○髙森委員長 それでは、日程第1、教育長報告に入ります。 

 まず、協議事項を議案といたします。事務局各課ごとに説明をお願いいたします。 

 初めに庶務課のアについて、庶務課長、説明をお願いいたします。 

○庶務課長 それでは、上野納税貯蓄組合連合会及び浅草納税貯蓄組合連合会が実施する

事業に対する共催について、ご説明をさせていただきます。資料1をご覧ください。 

 本事業につきましては、平成18年度から教育委員会が継続して共催してございます。今

年度も上野・浅草の納税貯蓄組合から区立中学生の税についての作文を募集し、審査、表

彰をする事業を行いたいということで共催の依頼がございました。 

 資料裏面の項番6、事業内容をご覧ください。 

 課題は税についてでございます。題材は自由で、字数は1,200字以内、9月4日に締め切り、

その後に審査を行います。表彰式は来年の1月18日に行う予定です。 

 昨年度の応募状況でございますけれども、資料4枚目の裏面をご覧いただきたいと思いま

す。区立、都立、私立の計9校でございまして、生徒数が2,942人、それに対する応募数が

2,758人、応募率は93.7％でございました。これは東京都管内や全国平均の数字と比較いた

しましても、台東区は非常に高い応募状況となってございます。この傾向は例年同様の状

況でございます。 

 ご説明は以上でございます。よろしくご審議の上、ご許可いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○髙森委員長 ただいまの説明につきまして、何かご質問はございませんか。 

○和田教育長 毎年この事業には共催の許可をしているわけですが、懸念として、税につ

いての作文を中学1年生で書けるのですかと言われることがあります。その辺りは現場では

いかがなのでしょうか。 

○庶務課長 当然、作文を書くに当たっては事前の指導等を行った上で書いておりますの

で、学年に応じた指導の後の作文作成ということで、特に無理があるというようなお話は
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伺っておりません。 

○髙森委員長 台東区は平成18年から実施していて、応募率は90％以上をずっと達成して

いる状態ではないかと思いますが、10年間続けてきて、子供たちの税に対する意識が変わ

った、あるいはそういった学びをどれだけ子供たちが得たかということは、先生方はどの

くらい把握されているのでしょうか。 

○指導課長 申し訳ありません。その成果については把握してございません。 

○髙森委員長 生徒には興味を持ってもらって、国民の義務として、知識としてはしっか

りと定着してほしいと思います。 

○指導課長 この作文を書くに当たっては、学校にいわゆるゲスト・ティーチャーという

形で、租税教室等も行っておりますので、知識としては確実に子供たちに身につけさせる

いい機会になっていたと考えております。 

○髙森委員長 テーマとして、自由なテーマを選ぶということですけれども、どういうテ

ーマが最近は多いのでしょうか。消費税の増税もあるでしょうけれど、どういったところ

が子供たちは興味があるのかなと。 

○指導課長 先ほどの租税教室との関連もありまして、実際に納めている税がどのような

形で自分たちの生活に返ってきているのか、このあたりについては、子供たちが学ぶとこ

ろが大きく、作文の内容もそういったところから触れて、書いている生徒も多いというふ

うに伺っております。 

○和田教育長 選挙権が18歳以上という法案がとおり、選挙に関心を持ち、政治に関心を

持つというのはやはり一番身近なことでいうと、税金のことが一番政治を考えるきっかけ

にもなっているのかなと思います。そういう意味では、この税に関する作文を書くことに

よって、多少でも世の中の動きについて、世の中の仕組みについて学ぼう、あるいは考え

る機会を持つということはとても大事なことだと思いますので、これについては本年も共

催をさせていただきたいと考えています。 

○髙森委員長 いかがでしょうか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは、庶務課のアについては、協議どおり決定いたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 ご異議ございませんので、協議どおり決定いたしました。 

 

（２）学務課 イ 

○髙森委員長 次に学務課のイについて、学務課長、説明をお願いします。 

○学務課長 それでは、平成28年度新入学台東区立中学校選択制度における入学可能者数

の設定について、ご説明をいたします。資料2をご覧ください。 

 本件は来年度の新入学に向けまして、中学校選択制における各校の入学可能者数及び受
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入可能学級数について、お諮りするものでございます。 

 まず、資料の表をご覧ください。入学可能者数及び受入可能学級数とも、昨年度と変更

はございません。忍岡中学校、浅草中学校が185人、5学級、それ以外の中学校は148人、4

学級で設定をさせていただいております。 

 入学可能者数の決定に当たりましては、平成24年度の中学校選択制度見直しの際に、各

学校長からの報告をもとに教育委員会にお諮りし、決定することとしておりますが、今年

度、平成28年度入学分につきましては、資料にはお示ししてございませんが、御徒町台東

中学校及び桜橋中学校の2校からご意見をいただいております。 

 御徒町台東中学校につきましては、昨年度の選択状況を踏まえ、なるべく多くの生徒を

受け入れたいということで、使用可能教室いっぱいの5学級としてはどうかというご意見が

ございました。確かに、平成28年度、5学級の受け入れは可能ではございますが、29、30

年度はまた4学級となってしまう状況もございまして、将来的な学級編制との整合を勘案い

たしまして、本年度につきましても4学級とさせていただいております。 

 また、桜橋中学校につきましては、英語、数学の2教科を少人数指導により学力の向上、

基礎・基本の定着を図っているということで、全部で12学級ある普通教室のうち、2学級分

をこれに充てているという状況でございます。そうしますと、最大10学級になるというこ

とで、平成28年度入学分については3学級にしたいというご意見がございました。 

 ただし、普通学級として12学級はあるという状況を考えますと、教室はあるのに受け入

れないというように見えてしまうという点、昨今、増加傾向にある桜橋中学校でございま

すので、そうした状況を勘案いたしまして、少人数指導用のスペースにつきましては、校

内の別のスペースを改修するなどの対応について、今後、検討をすることといたしまして、

受入可能数については昨年度と同様の4学級とさせていただいているところでございます。 

 次に資料中ほどの、◎抽選についてというところでございますが、私立中学校への進学

等を見込んでも、なお、最終的な入学者数が入学可能者数を上回ると予測される場合に抽

選を実施するという点につきましては、これまでと変更はございません。今後、11月中旬

に最終選択状況を公表するとともに、抽選実施の有無について本委員会で決定いただく予

定でございます。 

 資料一番下の表は昨年度の選択状況と入学者数等についてお示しをしておりますので、

後ほど、ご確認いただければと存じます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○髙森委員長 ただいまの説明につきまして、何かご質問はございませんか。 

○樋口委員 これでよろしいと思います。例年どおりにして、応募者数によって調整とい

うことでよろしいかなと思います。 

○和田教育長 抽選について、昨年度の抽選の状況、それからその経緯について、もし補

足することがあれば説明をお願いしたいのですが。 

○学務課長 今年度、入学をした中学校新1年生につきましては、昨年11月の本委員会にお
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きまして、御徒町台東中学校の入学可能者数が148に対して230人という状況となり、本委

員会に抽選実施の有無についてお諮りをさせていただいたところでございます。 

 結果としては抽選を実施しなかったという経緯がございます。その後、最終的な1年生の

入学者数としては、入学可能者数内におさまったという状況でございます。 

 以上でございます。 

○和田教育長 そうすると抽選の実施等については、いろいろな状況を見ながら判断する

ということでよろしいですか。 

○学務課長 担当といたしましても、当然、通学区域内・外、それぞれの割合、あるいは

私立中学校への進学者数などの状況は毎年毎年、全く同じ傾向というわけにはいかない部

分もございますので、そういった状況を十分に勘案しながらお諮りをしたいと考えている

ところでございます。 

○樋口委員 参考の平成27年度の新1年生入学可能者数および現在の教室使用者数ですが、

平成27年4月7日時点での入学者数で、入学可能者数に対して大幅に割れているところがあ

りますが、この人数が少ないのは長期的傾向なのですか、それとも一時的に何か問題があ

るのですか。 

○学務課長 やはり一番気になるというところでいうと浅草中学校が、この一番下の表を

見ていただくと3年生が5学級あったところ、昨年度、今年度と大きく減少している傾向が

ございます。さまざまな状況はあると思いますけれども、学務課といたしましては学校の

それぞれの特徴をしっかりPRするということが一番大事な点であろうというふうには考え

ております。大きな人口の偏りなどといった状況に大きな変化があるということではござ

いません。 

○末廣委員 中学では今、校舎の改修工事をしているところがありますね。それが終わる

時期も勘案すると応募状況が変わるかもしれないということは考えていませんか。 

○学務課長 やはり保護者、それから生徒が選択する際にその校舎がどういう状況か、仮

校舎であるのか、それとも工事中であるのかということは選択の一つのポイントには当然

なってくると思います。 

 ただし、こちらも庶務課とも十分に協議をしながら、そういった教育活動に大きな影響

がないように工事等については十分配慮をしていただくよう、庶務課とも連携をとって、

十分にPRをしていこうとは考えております。 

○垣内委員 昨年は抽選を実施しませんでしたが、これは今までも実施していないという

ことだったのでしょうか。昨年に関しては抽選を実施しなかったことが、今までの、過去

の経験から割り出した実質入学可能者数推計が非常にうまく機能したということだろうと

思いますけれども、これまで基本的にそういう推計はうまく調整ができていて、抽選をせ

ずに済んでいるという理解でいいのかどうか。 

 2点目は、入学可能者数が1,100を超えている中、実際に入ってくるのは750ということで、

かなりの差があります。ということは、いろいろな形で利用できるスペースがあるのかな
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と思うのですが、今の段階でどういう形でこのスペースを実際に使っていらっしゃるのか、

というあたりについてちょっとお尋ねしたいと思います。 

 せっかくのスペースなので、いろいろな形で使っていただいて、教育効果を上げていく

ということも重要なことだろうと思うものですから。 

○学務課長 過去の抽選の有無についてでございますが、過去に一度、柏葉中学校が抽選

になったケースがございます。それから選択制の制度開始当初に、駒形中学校がやはり抽

選になったというケースがございました。 

 実際に、昨年度もそうでございましたが、結果論としては当初の推計がほぼ当たってい

るのかなというところの評価はできると思いますが、やはり選択制でございますので、そ

の辺りの人口などの統計的な面からの推測はできるのですが、実際の選択行動についてま

では正直、図りかねるところもございます。 

 ただ、そういったこれまでの過去の傾向を積み上げて推計値をなるべく実態に沿うよう

な形にすることで、抽選があるのがいいのかどうかという議論はあるかもしれません。な

るべくそういった形でしっかり学級編制ができるようにというところで学務課としては考

えているところでございます。 

○教育改革担当課長 今、空き教室というか、その使い方というところで特徴的なのが、

先ほど話に出ていた少人数指導をするということで、数学、英語を中心に、中にはほかの

教科でも個別対応のような部屋ということで使っている例もあります。 

 また、これは小学校もそうですけれども、中学校は特に総合的な学習の時間で教室以外

のところで、学年でいろいろな活動をする部分が多いので、そういう多目的な使い方をす

るという例もあります。 

 それに特色ある学校づくりということで、柏葉中学校に関しては教科教室型を中心にや

っています。そのような活用で普通教室を有効に活用しているという例が見られます。 

○髙森委員長 私立中学校への進学率というのはここ3年ないし5年で率としては上昇して

いるのですか、それとも下降あるいは、横ばいでしょうか。 

○学務課長 大体28％前後で、横ばいという傾向でございます。 

○髙森委員長 選択制にしてもう随分と経つわけですけれども、地域からは選択制に対し

て見直したらどうかという話もあるのですが、これを見る限りは非常にバランスよく、意

外にもおさまっているかなという気がしますけれども、これは何か理由があるのでしょう

か。偏りが少ない理由というのは、何か考えられますか。 

○学務課長 全体として6割の方は自分の学区域の学校に行かれているという状況がござ

いますので、そこがベースになっていて、残りの4割の方がどこを選択するかというところ

の動きの結果として、ある程度、それなりの分散をされているのかなと、そんな評価をし

ているところでございます。 

○髙森委員長 何校かばらつきがあるところがあるわけですけれども、いろいろな事情が

あってこの数字が出てきていると思いますので、もし内容の部分、つまりソフトの部分で
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改善できるところがあれば、ぜひそれは学校に努力をしていただきたいという気がいたし

ます。教室の数、使用教室を大きく変動するようなことになると、学校全体あるいは学年

の運営が難しくなるという気がします。全体の経営を考えたときにバランスよく分散して

いるほうがいいかなという気がいたしました。 

 ほかはいかがでしょうか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは、学務課のイについては協議どおり決定いたしたいと思います。

これにご異議ございませんでしょうか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 ご異議ございませんので、協議どおり決定いたしました。 

 

（３）指導課 ウ （報告事項（３）指導課 エ） 

○髙森委員長 次に指導課のウを議題といたします。なお、関連する教育長報告の報告事

項、指導課のエについても一括して議題といたします。 

 指導課長、説明をお願いします。 

○指導課長 それではまず、報告事項のエ、区立小学校長の人事異動についてご報告申し

上げます。資料9をご覧ください。 

 項番1、発令内容でございます。台東区立根岸小学校、中川修一校長が板橋区教育委員会

教育長就任のため、6月29日付で退職をいたしました。後任者につきましては、板橋区教育

委員会指導室長、小西祐一が7月1日付で台東区立根岸小学校長に着任いたします。 

 また、項番2でございますが、校長不在となる6月30日につきましては、副校長が校長の

職務代理者となります。 

 続きまして資料3をご覧ください。退職校長に対する感謝状の贈呈についてでございます。 

 この度、台東区立根岸小学校、中川修一校長が、昨日、6月29日をもって退職いたしまし

た。本区の学校教育に尽くした功績により、感謝状を贈呈させていただきたく、お諮りさ

せていただきます。 

 感謝状文案は項番3のとおりでございます。よろしくお願い申し上げます。以上です。 

○髙森委員長 ただいまの説明につきまして、何かご質問はございませんか。 

 新たに今回、根岸小学校長に就任される小西氏の簡単な経歴を教えてください。 

○指導課長 小西現板橋区指導室長ですが、平成25年4月1日から2年間、区立忍岡小学校に

て校長を務めておりました。その前が平成21年から根岸小学校で4年間、副校長として職務

しております。またさかのぼってそれ以前、主幹教諭の時に上野小学校で主幹教諭を務め

ておりまして、この台東区地域については十分理解をしていただいている校長と考えてお

ります。 

○樋口委員 学年途中の人事について、発議は当然、板橋区からだと思うのですが、どう

いう経路でこの人事発令になったのでしょうか。 
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○和田教育長 誤解があるといけないのですが、そもそもこの人事については人事異動と

いうことではございません。中川校長の退職につきましては自主的な申し出による退職で

ございます。それに対して、どのように補充を行うかということについて都の教育委員会

と台東区とで協議を行い、その結果がこういうことになっています。 

○髙森委員長 これは当該校長が、この期日を持って退職したいという申し出がまず最初

ということですね。 

○指導課長 はい。 

○髙森委員長 それでは指導課のウについては協議どおり決定をいたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 異議ございませんので、協議どおり決定いたしました。 

 また、教育長報告の報告事項、指導課のエについても報告どおり了承を願います。 

 

（４）生涯学習課 エ 

○髙森委員長 次に生涯学習課のエについて、生涯学習課長、説明をお願いします。 

○生涯学習課長 それでは、愛媛県松山市が実施する事業に対する後援について、ご説明

をいたします。資料は4でございます。 

 愛媛県松山市は正岡子規の生誕の地であり、俳句を親しみ、俳句を楽しみ、俳句を愛す

る町として2014年8月に俳都と松山宣言を行い、俳句文学の振興を図っている自治体でござ

います。本事業はその一環として実施するものでございます。 

 事業名は、「俳都松山キャラバン2015in東京～十七音があなたを変える～」。実施日は

本年7月12日、日曜日の午後、会場は国立科学博物館日本館講堂で行います。 

 事業の概要でございますが、2枚目の裏面、項番6をご覧いただきたいと思います。 

 第一部といたしまして、講演会「十七音があなたを変える」をテーマに、俳都・松山大

使でいらっしゃいます夏井いつきさんを講演者にお招きいたしまして、講演を行います。

第二部といたしまして、俳句対局東京トーナメント。俳句対局というのは、二組に分かれ

て対戦をするのですが、詠んだ句の一部を使いまして対戦者がまた句を詠む、それを繰り

返すという新しい俳句会松山で発想されたというものです。それを実演するという内容に

なっております。 

 7月に東京で行われますが、10月に松山市で本イベントが行われまして、その出場者2名

につきましては、そこでまた対局をするというふうなことになっております。 

 台東区は正岡子規終焉の地でございまして、俳句大会なども行っております。区内俳句

文学の振興のためにも、後援名義の使用につきましてご承認、ご決定をいただきますよろ

しくお願い申し上げます。ご説明は以上でございます。 

○髙森委員長 ただいまの説明につきまして、何かご質問はございませんか。 

 十七音の読み方は「じゅうしちおん」ですか、「じゅうななおん」ですか。 
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○生涯学習課長 「じゅうしちおん」ですかね。五・七・五ということだと思うのですが。 

○和田教育長 「しち」というのが正しい読み方なのでしょうか。 

○髙森委員長 漢音で「しち」でしょうね。 

○垣内委員 「じゅうしち」でしょうね。 

○和田教育長 台東区でも根岸幼稚園で吟行を行ったりして、非常に俳句活動が盛んなと

ころもあるのですが、もちろん、根岸に子規庵があるということが大きく影響をしている

のかと思いますけども。その根岸幼稚園での吟行などにこの松山市が何かしらかかわって

いるというようなことはあるのでしょうか。 

○生涯学習課長 幼稚園での吟行について私はちょっと存じ上げないのですけれども、台

東区の俳句人連盟が子規の生誕100年を記念いたしまして俳句大会をやりまして、それから

毎年実施をしております。そちらには松山市の俳句協会が後援を毎年してくださいまして、

また、句も寄せていただくということで、交流はずっとつながっているところがございま

す。この事業につきましても、その俳句協会、市の、町の俳句愛好者の方は後援をされて

いるというふうに伺っております。 

○髙森委員長 今、根岸幼稚園の話がでましたけれども、また、台東区として学校での俳

句の取り組みをしているところがあると思います。この前も上野界隈での俳句の吟行もあ

りましたので、お互いに情報交流をしながら、こういった場面もうまく取り組んでいくと

活性化してくるのかなという気がします。 

 私も以前、松山市の子規記念博物館に行ったことがありますけれども、非常に充実した

内容の展示がありましたので、興味もまた引くのではないかと思います。後援をしていた

だきたいと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは、生涯学習課のエについては、協議どおり決定いたしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 ご異議ございませんので、協議どおり決定いたしました。 

 

（５）青少年・スポーツ課 オ 

○髙森委員長 次に青少年・スポーツ課のオについて、青少年・スポーツ課長、説明をお

願いします。 

○青少年・スポーツ課長 それでは、体育施設の事前使用承認について、ご説明を申し上

げます。資料5をご覧ください。 

 柳北スポーツプラザにつきまして、児童保育課より柳北保育室のプール遊びの場所とし

て、テニスコートの事前使用承認申請がございます。また、区民課より柳北踊りの開催及

び練習、準備等の会場といたしまして、体育館及びテニスコートの申請がございます。 
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 以上の申請につきまして、台東区体育施設条例施行規則第5条第3項に基づき、教育委員

会の協議をお願いするものでございます。よろしくお願いいたします。 

○髙森委員長 ただいまの説明につきまして、何かご質問はございませんか。 

 毎年のことだと思うのですが、柳北保育室のテニスコートを使用してのプール遊びにつ

いてはいろいろと防犯上の注意をしないとならない部分があって、例えばプール遊びをす

るときには目隠しなどを設置したりするのでしょうか。 

○青少年・スポーツ課長 おそらくは見えないようにはしていると思いますが、そこまで

の確認はしておりません。 

○和田教育長 その辺りは運営事業者が配慮をしていると思いますが、児童保育課では状

況をつかんでいますか。 

○児童保育課長 運営は、日本保育サービスという会社でございます。0歳から4歳までの

園児がおりますので、状況をちょっと確認させていただいて、そういった配慮がなされて

いないとすれば協議をしていきたいと思います。 

○庶務課長 補足でございます。過去に日本保育サービスが旧柳北小学校の校庭に空気で

膨らませるプールを設置しまして、園児のプール遊びで使用した際にはブルーシート等を

校庭のフェンスにかけるなどして、目隠しをしたということは聞いてございますので、お

そらく同様の対応は毎年度受託事業者がしているものと思われます。 

○髙森委員長 今日、出前教育委員会の際に、プールの目隠しの話が出ましたもので、気

になって確認しました。 

 ほかはいかがでしょうか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは青少年・スポーツ課のオについては、協議どおり決定いたしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

（異議なし） 

○髙森委員長 ご異議ございませんので、協議どおり決定いたしました。 

 

２ 報告事項 

（１）庶務課 アイ 

○髙森委員長 次に報告事項を議題といたします。事務局各課ごとに報告をお願いいたし

ます。 

 まず、庶務課のア及びイについて、庶務課長、報告をお願いします。 

○庶務課長 それではまずアの平成27年第2会区議会定例会代表質問及び一般質問につい

て、ご説明させていただきます。資料6をご覧ください。 

 代表質問が6月9日に行われました。代表質問につきましては、お二人の議員から3項目の

質問がございました。資料の3ページをご覧ください。 

 まず、自民党の髙森議員でございます。幼児教育と人材の確保についてという大きなテ
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ーマで2点、質問がございました。1つが、高まる保育ニーズへの対応と幼稚園の活用につ

いて、2つ目が保育士の人材確保についてという質問でございました。 

 1点目の趣旨でございますけれども、私立幼稚園におきまして、夏休みも含めて預かり保

育を実施してもらえるような支援制度を創設して、私立幼稚園の有効活用を図るべきでは

ないかというご質問でございました。 

 答弁といたしましては、現在、私立幼稚園4園が預かり保育を実施していただいておりま

すけれども、私立幼稚園の関係者の方々とご相談させていただきながら、議員ご提案のよ

うな支援制度の充実についても考えてまいりたいという答弁をしてございます。 

 それから、2点目の保育士の人材確保でございます。区内の保育所で実習体験をしたり、

民間事業者の求人情報を区の公式ホームページで一括掲載したりしたらどうかという質問

でございました。 

 答弁といたしましては、保育士の確保が必要不可欠な状態の中、教育委員会といたしま

しても、有資格者に対して講習や実習の受入先の確保などを課題と認識しているので、ご

提案についても検討をしていきたいという答弁をしてございます。 

 また、求人情報については、ホームページでの一括掲載について検討をしていくとお答

えをしてございます。このホームページの一括掲載につきましては、児童保育課、学務課、

庶務課の連名で各区内の私立の就学前教育保育施設の事業者に意向調査を行い、ホームペ

ージへの求人情報の一括掲載をただいま計画している状況でございます。 

 代表質問については、もう一人、共産党の秋間議員から教育についてという質問がござ

いました。資料の4ページをご覧ください。 

 区長に対するご質問でございましたので、区長答弁としてお答えをしたものでございま

す。区長が所信表明で「家庭の絆を大切にする心を育む教育」を重視していると表明して

いるが、区長が考えている家庭教育とはどのようなものかという質問でございました。 

 区長答弁といたしましては、家庭教育を支える環境が変化している中、家庭の役割がま

すます重要になってきていると認識をしている。家庭内でのコミュニケーションから育ま

れる家庭の絆やルール、基本的な生活習慣や規範意識を身につけることが学校、園での教

育に結びつくものと考えている。そのうえで本区の歴史や伝統を尊重する教育を充実させ、

子供たち自身が地域への関心や貢献する気持ちを高められるよう、家庭と地域との関わり

を深めていかなければならないと考えていると、こういった観点を踏まえて、家庭の役割

を尊重し、今般、台東区教育大綱を策定した、と区長答弁をしてございます。 

 次に一般質問でございます。 

 一般質問は6月10日に行われました。4人の議員の方から教育関係については10項目の質

問がございました。そのうちの幾つかをご紹介させていただきます。資料の7ページをご覧

ください。 

 たいとうフロンティアの河野議員からは、オリンピック・パラリンピック開催に向けた

取り組みについてという質問がございました。そのうちの1点目でございますが、子供への
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英語教育の充実という質問でございます。英語はこれからの国際社会において、子供たち

にとっても大変重要なツールであるので、東京オリンピック・パラリンピックの開催に向

けて、下町ならではのおもてなしの心を育むためにも、英語学習に力を注ぐべきではない

か、という質問でございました。 

 答弁といたしましては、外国語によるコミュニケーション能力を子供たちに身につけさ

せることは必要不可欠であるという観点から、本区でも仲見世や修学旅行先で外国人観光

客の方に台東区のよさを伝えたり、各学校に外国人英語指導員を派遣したり、英語教育の

充実に取り組んでいるということを答弁してございます。 

 また、今年度から教育プランでおもてなし英会話を位置づけまして、英語とおもてなし

の心でコミュニケーションを図れる力の育成に取り組んでいる、そういう答弁をしてござ

います。 

 資料の8ページをご覧ください。資料の下のほうの段になりますが、つなぐプロジェクト

の青鹿議員から、蔵前小学校の改築についての質問がございました。1点目は仮校舎が旧柳

北小学校になるが、児童の安全確保や体力的な負担を考慮し、スクールバスを出すなど何

らかの対策が必要と考えるがいかがかというものでございます。 

 もう1点が新校舎の竣工が平成31年3月ということだが、工事期間の短縮を検討すべきで

はないか。また、新校舎の設計に当たっては、地域や保護者の声を十分に反映させていく

ことが重要であると考えるがどうかというものでございました。 

 答弁といたしましては、9ページの上のほうをご覧ください。まず、通学路における安全

対策は、この改築計画の中でも大変重要な課題と認識しておりますので、登下校時の見守

り、通学経路、方法について学校、保護者、地域関係者と協議を進め、今後、具体的な内

容を検討していくと答弁してございます。 

 次に工事期間、設計内容でございますけれども、工事期間については今後の基本実施設

計の中で、できるだけ効率的な工法を踏まえ、決定していくとご答弁してございます。 

 また、設計に当たりましては、学校、地域関係者のご意見を反映しながら、新しい時代

に即した教育環境の整備も視野に入れていくという答弁をしてございます。 

 資料の10ページをご覧ください。たいとうフロンティアの堀越議員の質問でございます。

小学校の学区域について、安全・安心の視点、地域コミュニティの核という視点、それか

ら学校によって児童数に開きがあるというような観点からの質問でございました。学区域

の再編の必要性について、どのように認識しているかという質問でございました。 

 学区域につきましては、これまで学校が培ってきた地域との関係、歴史的な経緯を十分

に尊重する必要があると教育委員会は考えており、保護者や学校、地域に与える影響が大

きいことを勘案すると、慎重な対応が必要であると考えているという答弁をしてございま

す。 

 なお、児童数の開きにつきましては、今後も児童・生徒数の動向や学校施設の状況を踏

まえ、さまざまな手法を用いて適切に対応をしていくと答弁をしてございます。 
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 代表質問及び一般質問についてのご説明は以上でございます。 

 次に、イの後援名義の使用についてでございます。資料は7をご覧ください。 

 いずれも継続の取り扱い分でございます。生涯学習課が1件、第75回台東区いけ花展でご

ざいます。青少年・スポーツ課取り扱い分が1件。台東区ジュニアテニス大会・講習会でご

ざいます。申請者、事業内容、実施日時等は資料のとおりでございます。よろしくお願い

申し上げます。以上でございます。 

○髙森委員長 ただいまの報告につきまして、まず報告事項、庶務課のアについて、何か

ご質問はございませんか。 

○和田教育長 高森議員の代表質問で幼稚園の活用という話がありましたが、私立幼稚園

の延長保育についてはどのような状況になっているのでしょうか。 

○庶務課長 ただいま区内に私立幼稚園は7園ございますが、そのうち4園がおよそ午後2

時から5時ぐらいの間で預かり保育を実施しております。 

○和田教育長 私立幼稚園としては今後も拡大していこうという意向はつかんでいますか。 

○庶務課長 私立幼稚園の預かり保育につきましては、ただいま東京都が実施をしており

ます私学助成の中で補助等がついてございますけれども、そのような補助が充実されると

いうような条件が整い、保護者のニーズも高まってくれば、区内の私立幼稚園としてもニ

ーズと財政的な支援との兼ね合いを見て、検討はしていきたいというようなご意見をいた

だいているところでございます。 

○和田教育長 2つ目の質問の人材確保については、できるだけ区としても支援をしていか

ないといけないだろうと思うのですが、実際に答弁でも言っているような実習体験等につ

いては、区の現場の保育所としてはどのような関心があるのでしょうか。 

○児童保育課長 区立の全ての園で受け入れられるかといったことでは調整が必要ですが、

一部の園ではこういった実習を積みたいという方があった場合は積極的に受け入れていき

たいと、現場からも意見が出ております。 

○髙森委員長 他区や他県の私立幼稚園、保育園の関係者の話ですと、預かり保育の部分

が負担になっているようなことを聞いたことがあるのですが、そういったことは台東区で

はあまり上がってこないでしょうか。 

○庶務課長 私立幼稚園のご意見というところですけれども、やはり保護者の方の傾向と

すると、預かり保育の充実を望む声は大きくなってきているが、やはりそれに応えていく

ためには人員面での確保、あるいはプログラムの充実、それに伴う安全面の確保など、さ

まざまな条件整備が必要になってくるというところで、そういった条件整備をどのような

形でできるのかというのが今の財政的な資源や人的な資源の中では、なかなか対応しがた

いというのが実態のようで、そういったところをさまざまな支援が行われれば、検討をし

ていきたいということは聞いているところでございます。 

○髙森委員長 教育内容の部分で、短時間の教育を見ている子供と、この預かりを含む長

時間の子供とで、その教育の内容、質に差が出てしまうとまた困ると聞いています。要す
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るに、連続性が大切ですから、長時間の子供たちがいろいろ充実した教育内容を預かり保

育のところでやってしまうと、短時間の子供と差ができてしまうと。そうすると、長時間

ただ預かるだけ、安全面だけを見ているだけで、事故が起きないようにするだけの保育に

力を注いでしまうので、そういった意味では教育的な部分とソフト面で課題があるという

話を聞いたことがあります。 

○庶務課長 区内の私立幼稚園の方々は、常々、教育の質を大事にしていきたいというこ

とをおっしゃってございまして、まさに今ご指摘のように、一定の時間を預かるにしても、

その預かる時間の中できちんとした教育、保育、体系的なものができるようにするために、

それなりの人的な措置など条件整備をしていかないとならないという認識があります。た

だ単に一定の時間子供を安全に見守って、お預かりしますというスタンスは、現在の区内

の私立幼稚園の方々はとらないということで聞いてございます。 

○髙森委員長 預かり保育はどのぐらいの割合の方が利用されていますか。 

○庶務課長 私立幼稚園4園についての割合でございますけれども、園によって差はありま

すが、1園あたり1日に15人から20人くらいと聞いております。日によってはそれよりも少

ないということもございますけれども、平均するとそのくらいは一日にお預かりをしてい

るというところでございます。 

○髙森委員長 多すぎて受け入れ体制がとれなくなるようなことはないわけですね。 

○庶務課長 その辺りは各園の配置できる人員体制など課題になってきますので、そうい

った状況までは受け入れない、人数定員を各園で設定しているというところでございます。 

○髙森委員長 ニーズはこれから増えてくると思うので、しっかりと配慮しないといけな

いところですね。 

○垣内委員 保育士の人材確保について、ホームページへの一括掲載の検討ということで

すが、どのくらいのスピード感でそれを考えていられるのでしょうか。特にホームページ

はそれほどコストはかかりませんし、スムーズにできるものなのかなという感じもするの

で、どのくらいのスパンで、何をしようとしているのか、決まっていることがあれば教え

てください。 

○児童保育課長 3課にまたがって準備をしておりますが、児童保育課が中心になって整理

をしておりますので、私から答えさせていただきます。 

 現在、区の公式ホームページに幼稚園、保育園、こどもクラブ等で従事される学童クラ

ブ委員の方とあわせた募集をかけようという形で、現在、広報課と準備を進めております。 

 時期といたしましては、公立の保育園等の採用試験が7月から募集要項が配られるという

ことでございますので、この7月後半までにホームページ上にアップしていきたいというこ

とで進めております。 

 民間保育園等のアンケートでは、この後、8月から10月にかけて来年4月の採用募集が始

まるということでございますので、それにあわせてホームページのほうも立ち上げていき

たいと考えてございます。 
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 また、ホームページに立ち上げました情報をできるだけ広くお届けしたいと考えてござ

いますので、地方の教員、保育士養成機関にも何らかのチラシのようなものを配付させて

いただきたいと、ここの部分についてはあまり費用はかからないだろうと考えてございま

すので、そういったことから始めていきたいと考えてございます。 

 また、潜在的にいらっしゃる保育士免許をお持ちの方に関しましては、現在、各学校、

教員養成の学校、区内で保育関係の事業に携わっている方からヒアリングを始めていると

ころでございます。そういった方が今どのようなお仕事をされていて、現場に戻る意欲が

あるのか、そういったところを少しずつ確認させていただきながら、その方に合った現場

へ戻ってきていただく方法を検討していきたいというふうに考えてございます。 

○末廣委員 関連して、平成27年度の開所に当たっては、保育士の確保は割と順調なので

しょうか。 

○児童保育課長 私立保育園等でのヒアリングをしている段階では公募をしても募集が集

まらない、あるいは集まりにくいという感触をお持ちの園がほとんどでございます。また、

公立の保育園の採用募集につきましてもかなり厳しい状況で、以前でしたらかなりの数の

方が応募していただいたところが、応募人数が若干減ってきているというところで、私ど

もの人事課も保育士確保のために何かしないといけないという意識を、今年、強く持って

いるところでございます。 

○末廣委員 最近のニュースで、区によっては区在住の保育士の家賃を免除したり、補助

したりする区も出てきているようですね。 

○児童保育課長 平成26年度から東京都が補正予算で家賃助成という仕組みをつくってご

ざいます。これは補助金という形で8分の1を事業者が、8分の1を区が、残りは国と都で補

助金を出してくださるという制度でございますので、台東区のほうもこちらの制度が利用

できるかどうか、現在、検討をしているところでございます。 

○髙森委員長 日本全国どこも、保育士は人材不足で、難しいですね。もしまたこれで保

育士の確保ができない状況になったときに、どういう対策を練るかということも先々考え

ていかないと。知恵を出し合って、また国や都の動きを見ながら対応していただければと

思います。 

 教育委員会で常に審議をされている部分に対しての質問もありますけれども、幾つかな

い部分では、例えばセクシャルマイノリティの課題というのがありますけれども、今年は

中学校の教科書採択がありますが、世の中の変化に新しい教科書が必ずしも完全に対応で

きるものになっているとは考えられないと思います。本当に多様過ぎて。こういったこと

を教育委員会がしっかりと受け止めなければいけないのはわかるのですが、場合によって

は、もうこれに対処できないような自治体も出てくると思うので、そのあたりは今年、中

学校の教科書採択にあたっては常に念頭に置いておきたいと思っています。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（なし） 
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○髙森委員長 それでは次に報告事項、庶務課のイについて、何かご質問はございません

か。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは、庶務課のア及びイについては報告どおり了承願います。 

 

 

（２）学務課 ウ 

○髙森委員長 次に学務課のウについて、学務課長、報告を願います。 

○学務課長 それでは、平成28年度小学校学級編制における指定校変更、区域外就学の制

限についてご報告をいたします。資料の8をご覧ください。 

 本件は来年度の新入学に向けまして、小学校4校に関する指定校変更、区域外就学の制限

についてご報告するものでございます。 

 今回、対象といたしましては、大正小学校、蔵前小学校、台東育英小学校、田原小学校

の4小学校でございます。まず、資料にお示しした3つの表に基づきまして4校の現況をご説

明いたします。 

 まず最初の表は、平成27年度の学級編制の状況でございます。表の右側の合計欄と一番

右側の普通教室の欄をご覧ください。4校とも現在確保している普通教室数いっぱいの状況

となっております。 

 2つ目の表をご覧ください。各校通学区域内の年齢別人口の状況でございます。5歳児の

欄をご覧ください。平成28年度の新1年生となりますのがこの5歳児でございます。左側の6

歳児の欄の本年度と比べていただきますと、同程度あるいはそれ以上の人口という状況に

なってございます。 

 3つ目の表は4校の児童数、学級数の推移でございます。なお、大正小学校は平成16年度

から、蔵前小学校につきましては平成24年度から指定校変更、区域外就学の制限をしてお

ります。 

 以上のような状況を踏まえ、各校の対応についてご報告をいたします。 

 まず、大正小学校、蔵前小学校についてでございますが、この2校につきましては、就学

前人口の状況等から、来年度も引き続き指定校変更及び区域外就学を制限していくもので

ございます。 

 次に台東育英小学校及び田原小学校でございます。この2校につきましては、通学区域内

人口が増加傾向にあることから、現状の学級数を維持するため、平成28年度の新入学から

区域外就学についてのみ制限をしてまいります。 

 なお、以上4校につきましては、現6年生を除く兄弟が当該校に在籍している場合と、当

該通学区域内に転入、転居の予定がある場合は指定校変更、区域外就学については受け入

れていくということでございます。 

 報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○髙森委員長 ただいまの報告につきまして、何かご質問はございませんか。 

 蔵前小学校ばかりかと思っていたら、ほかの3校もぎりぎりの状態になりつつあるような

気がしますけれども、教室数はこれ以上確保できないと思いますが、蔵前小学校は新しく

なっても変わらない予定ですか。 

○事務局副参事 新しくなってから増える傾向を予測して、それを踏まえての計画という

ことで動いておりますので、新しくなった後につきましては、教室は確保できるという予

想で対応してございます。 

○髙森委員長 ほかの3校は今後の見通しはどうですか。 

○学務課長 まず大正小学校につきましては、平成16年度からこの指定校変更、区域外就

学の制限をかけているということで、人口的には若干増えるという傾向にはありますけれ

ども、この学級数は維持していけるだろうという見通しは持ってございます。 

 台東育英小学校につきましても、人口の状況は基本的に増加傾向にあります。特に現在

の0歳児が現在の1年生の倍以上という数字になってございます。ただし、台東育英小学校

の場合は、他校へ指定校変更をする人数はあまり多くはございません。また、逆に他校か

ら入ってくるという人数も決して多いという状況ではないのですけれども、これまでの結

果として同程度の入学者数となっております。今後の就学前人口の状況を勘案いたします

と、将来的には指定校変更についても制限をかけていく必要があるのかなというふうには

考えているところでございまして、今回、将来的な学級編制も勘案いたしまして、来年度

は区域外就学をまず制限させていただくと、そのような考えのもとに今回このようなご報

告をさせていただいた、というところでございます。 

 田原小学校につきましては、学区域の就学前人口については微増傾向というところでご

ざいます。特徴といたしましては、指定校変更や区域外就学で田原小学校に入ってくると

いうお子さんが例年、平均で30人程度いらっしゃるという状況がございます。現在の5歳児

の人口を勘案すると、使用できる学級数を超える可能性もありますので、今回、区域外就

学を制限させていただこうという考えからこのような措置とさせていただいたところでご

ざいます。 

○庶務課長 ただいま学務課長がご説明いたしましたような措置をとったとしても、児童

数が増えてくるのは想定できることでございます。これまでの例ですと蔵前小学校、それ

から忍岡小学校などで教室数の増を図ってきたところでございます。そういったときの手

法といたしましては、特別教室等を改修して、普通教室に転換をしてきました。それに伴

う環境の変化については、例えばパソコンをデスク型からノート型に変えて、校内のいろ

いろなところで使えるような環境を整えることで対応をするなどで、教室の都合に対応を

してきたというところでございますので、今後もこういう学級編制との兼ね合いを考慮し

ながら、教育委員会としてトータルで学級数の増、児童数の増には対応して、良好な教育

環境を確保していきたいと考えてございます。 

○髙森委員長 子供たちの通学路の距離の問題もあるので、できるだけ近いところの学校
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に入るのが一番いいと思います。教室がもし足りないときは、また対応を適切にやってい

ただければと思います。特に低学年は遠距離通学はつらいと思いますので。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは学務課のウについては、報告どおり了承を願います。 

 

３ その他 

○髙森委員長 そのほか、何かございますか。 

（なし） 

○髙森委員長 それでは、以上をもって本日予定された議事日程は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、本日の定例会を閉じ、散会いたします。 

午後3時18分 閉会 


